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研究成果の概要（和文）：【目的】研究者は、胃がん患者の術後機能障害評価尺度DAUGSを開発した。そのDAUGS20を用
いて胃がん患者の術後機能障害の基準値確立にむけて調査を行った。【方法】患者会の協力を得て、3144名に自記式質
問紙調査を郵送法で実施した。
【結果】回収数は2420名（76.9%）、有効回答率2343 名(96.8%)、平均年齢70.2±10.5歳、男性1542名、女性869名。体
重減少は平均9.4±6.3Kg,DAUGS20の平均得点は、100点中34.5±14.7点（rage0-95）であった。【結論】胃がん患者の
術後機能障害の平均値は34.5±14.7点であり、基準値の範囲を検討する。

研究成果の概要（英文）：Aim:The incidence of gastric cancer in Japan is higher than in many other countrie
s.Also,due to the advancement of early examination and diagnosis, operative treatment is primarly provided
. However, patients, who have undergone reconstruction of the digestive tract live with postoperative func
tional disoders. In this study,we conducted a survey to standard value establishment of a gastric cancer p
atients postoperative functinal disorder in Japan.Methods:The cooperation of patient members of the alpha 
culb was obtained and a mail survy was conducted, involving 3,144 pepole.Result:Questionnaires were return
ed by 2,420 people(76.9%),with valid respnses from 2,343(96.8%).The mean postoperative weight loss was 9.4
SD6.3kg.Patients average score under the dysfunction after upper gastrointestinal surgery)DAUGS scring sys
tem was 34.5SD14.7 points out of 100(range of 0 to 95 ).
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１． 研究開始当初の背景 
 
 胃がんの手術を受けた患者の多くは,手
術後の機能障害に伴う複数の身体症状を長
期的に抱えながら生活しており,  
術後 QOL に大きく影響していることが報
告されている。ところが、術後の機能障害評
価方法や看護支援方法は、国内外共 
に確立されていなかった．そのため,今回,
世界初の上部消化管がん手術を受けた患者
の術後機能障害評価尺度（ DAUGS：
Dysfunction After Upper Gastrointestinal 
Surgery）を約 8 年にわたり開発した．しか
し,わが国における術後機能障害の基準値は
確立されておらず,指標となるものが存在せ
ず,基準値確立は急務の課題である。本研究で
は,DAUGSを使用し, 
大規模調査を実施し,わが国における胃が
ん患者の術後機能障害の基準値設定へ挑戦
し,その確立と看護支援の体系化を目指す必
要性があると考えた。 
 
２． 研究の目的 

 
本研究では,DAUGS20 を用いた郵送調査
を実施し,わが国における胃がん患者の術後
機能障害の基準値確立を検討することが目
的である。 
 
＜対象者の選出基準 ＞ 
 
 本研究における対象者の選出基準は以下
の通りである． 
1.研究参加への同意を得られた患者 
2.胃がんにて,手術後1ヶ月以上経過した患者 
3.認知症がなく言語的コミュニケーションが
可能な患者 
4.今回の手術が再手術ではない患者  
5.調査する 3ヶ月以内に術後の抗がん剤・放
射線療法の治療を受けていない患者 
6.術後,再発徴候のない患者    
7.他の消化器系の合併症がない患者 
 
＜調査対象＞ 
  
今回のフィールドとなる患者会（アルファク
ラブ）において,対象者の選出基準を満たした 
約 5000名である．対象者は,患者会に登録し
ているすべての者とする．  
            
＜調査スケジュール＞ 
 
調査票準備：平成 23年 7月～9月 
本調査 :平成 23年 10月～平成 24年 1月（約
5000名分の配布から回収まで） 
データ入力：平成 24年 2月   
データ分析：平成 24年 3-5月 
考察・論文作成：平成 24年 5月～平成 25年
2月 
 

＜調査方法＞ 
 
DAUGS20 （ Dysfunction After Upper 
Gastrointestinal Surgery-20）の自記式質問
票を用いて, 配布・回収ともに，郵送法によ
る調査を行う．回収は対象者数が多いため,
最寄りの郵便局で料金後納のための手続き
を行う。郵送法による回収率は,理論上は約
60%と言われているため,料金後納制とし,通
信費の経済化を図る。 
 
＜調査内容＞ 
 
個人属性,食事回数,間食の回数,食事にかけ
る時間,手術前の体重と現在の体重,身長,社会 
復帰状況,生活上の問題,術後機能障害評価尺
度（DAUGS20）について質問する． 
尺度の評定形式は,まったくない 0 点,ほとん
どない 1点,少し 2点,多少は 3点,かなり 4点, 
非常に 5点の 6段階評定の間隔尺度を用いる． 
 
＜分析方法＞ 
 
データの分析は,統計ソフト SPSS.Vr19 を
用いて行う．統計学的な解析は,各調査項目を
集計し,各々の記述統計や構成比率を出す． 
胃がんの術式ごとの DAUGS合計得点、因子
毎の得点、 平均点、術後の経過による合計
得点、因子毎の得点などについて、記述統計
にて算出した。 
 
１． 倫理的配慮 

 
調査を行う施設における倫理委員会での
承諾,患者会会長の承諾を得た上で研究を進
める．今回の調査を実施する際に起こりうる
危険性のある倫理的問題については,対策を
講じ十分に倫理的に配慮する。また,対象者の
研究参加に対する自由意思の尊重とプライ
バシーの保護に配慮する。 
本研究は，自治医科大学生命倫理委員会へ申
請，ならびにフィールドとする患者会の 
会長の承諾を得て研究を推進する予定であ
る。 
 
２． 具体的対策 

 
本研究における患者のプライバシーに関す
る情報は，当研究の代表者以外に知られるこ
とはないよう，回答用紙は番号化して管理す
る。名前と番号の管理は中村が厳密に行い，
名前を切り取った後の番号化された調査票
のみを連携研究者（段ノ上・北村）は扱い，
データ処理を行う。また，学会や論文等で研
究成果を発表する際も，対象者の氏名や患者
個人を特定できるような情報を明らかにす
ることの無いよう十分に配慮する。調査票と
データは，論文の投稿印刷終了時に中村が廃
棄する。さらに，個人情報の管理は，他のコ
ンピューターから切り離されたコンピュー



ターで適切に管理し，管理者以外の者がアク
セスできないよう管理していく。 
３．研究結果の対象者への還元・発信する方
法等について 
結果がまとまったら，直ちに協力機関に還元
し，その後に学会発表，専門雑誌への投稿を
行う。 
研究結果は，患者会の機関誌や講演を通して,
情報発信する。 
 
 
３． 研究成果 
 
回収率は、現時点で 76.7％であった。患者
会アルファクラブの協力を得て、3144 名に郵
送調査を実施した。アンケートの回収数は、
2420通（76.9%）、有効回答率2343 通(96.8%)、
平均年齢 70.2±10.5 歳、男性 1542 名、女性
869 名。体重減少は平均 9.4±6.3Kg,DAUGS20
の平均得点は、100 点満点中、34.5±14.7 点
（rage0-95）であった。 
日本における胃がん患者の術後機能障害
の平均得点は 34.5±14.7 点であった。この
この得点が基準値となり得るかどうか、今後
もさらなる検討が必要である。 
 
４． 研究の限界と今後の課題 
本研究は、胃がんの患者会を介して、調査
の協力を得たため、比較的術後機能障害を主
張できる団体であるため、結果の一般化には
限界がある。 
 今後は、術後の時間的経過と共に得点の変
化を確立し、看護の教育的関わりやセルフケ
ア能力の向上の支援の方法を探ることが課
題である。 
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